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物 価
(1）：卸売物価
33年のμ - 1 O月を底として以後ゆるやかに上昇に転じたが、 34壬手足月
以降だいだい横ばいを続けたの 8月になると前月比メ／%の急上昇を示したが、
これは金属、建築材料の安i福の訂正と雑品類にわずかの土井が厄られたのと、









と 33年 12 Jjが 9?. c; で、 34王手 δ上iも 7究7 であった。 3生半 9月には
I 00之、工 O Aにはメ 00. 15 とJエつ「にいるが、それは主としえ食料と繊維製品
の上井にもとずくものと品われる c こ L でも伊勢荷台風の影響がみられる c
(3} 消費者物価（全部市、東京、大阪｝









た。これは、野菜の前上i比 70 %の急上昇と乳卵の前月比 l0 %の上昇による













































長子米物、第 3グループを飲料、策 4グループを家策地代、第 5グループを交
通過信に代表さぜ之、をれらのグラ 7 を別表に掲げておいた。
富山の項a到の（ jο ｝j基準のj 物価土井率が‘東京、大露えを上回る嗣i砲があ
るのは弟エグループでほ、宮家兵什器、文房具、光熱、肉媛、第 2グループでは、
手L~I~ 、第 3 グループでは、復縁、弟 4 グループではなく、弟 5 グループでは、
交itU通信である。物価ーの地域走指荻は、金.m市基準では総合および食料ともに
富山が大さくなる偏向がゐり、東京、大鼠は総合ではだいたい一定であるので
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A 表 地域差指数 (.U 者~市＝ 100)
i筒井 i1003 l 101.7 [ 10λI j 10:2 . .S f Iρ07 I 103_0 
一一一一一一γ一一一一一寸一一一一一一寸一一一一一「 一一 t ---r ! 
浜京： I 0《。 I/027 i IC主.s I I 0《fl. ! !O.S.¢ ! 10ιぷ i
十 斗一一← 斗 →一一一一一寸一一一一一」一一一←ー ！
！大 阪！／ ρ3.2 i Iは之！ I 0 ≪ι ！ I 0土9 f I 0 ！／.タ！ I 0ιg I 
一 一ー 一－＂ ー やー」 ー ' ）一一一一一一一」一一一一一～一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーし一一一一一一ーー一一一一－ ' 






















































































工④ a 図 (j_.2_ニ主主」ネ＿L)
童鐘F向は知れよう。工島
工Q)b 図 （I"IS 0. .2._L) 
工＠ lコ図（三空主主主ーど）
工＠ a図 （_LJ主ι__.1_J) 
工⑤ a国 （L'L主主一之どJ




工＠ a 図 （L'l_よ~」乙）
工＠ a 図 （！ "Ii_~ ！）

























































工＠ C 図 30日～10013
工⑧d図30臼～100日
円グラフ 宜＠ lコ図
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